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ʠ࣍ͳΔྟচ૾ֶٕ࢜޻Λ໨͠ࢦてʡ
Ξϯέʔτ݁Ռใࠂ

　૊৫委員会ࡿ下の૊৫として平成 1� 年に発଍した Y・ボードは，その後Ξϯέートの࣮ࢪ

等をॏͶ，छʑ׆ಈを行ってきました．

　その׆ಈのྲྀれの一؀として，平成22年5月に横浜ࢢで開催された「第20回日本臨床工学会」

のςーϚが“࣍なる臨床工学技士૾を目指して”であることにݺԠして，Y・ボードは “࣍な

る Y・ボードの行ಈ指਑及び目ඪ”を，த期ビジϣϯとして，また会員の૯ҙとしてࡦ定する

ため，શ会員にରしてΞϯέートを࣮ࢪしました．

　このΞϯέートの݁Ռは「第 20 回日本臨床工学会」での「γϯϙジϡーϜ̍ɿ臨床工学技

士のଘࡏҙٛを͑ߟる」の一؀として発表されました．

　

　本号でその発表内容を঺հしました．

:・Ϙʔυ委員会
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ᶗɽഎܠ

　平成 15 年に׆ಈを開࢝した૊৫委員会は“૊৫

ಈを行ってき׆を目ඪに掲͛てさま͟まな”্޲ྗ

た．その一؀として૊৫委員会がத৺として開催し

てきた「શࠃ臨床工学技士代表者ҙ׵ަݟ会」から

の一ͭのఏҊとして，एख会員による委員会「人ࡐ

・が஀生した．“Y「（”Y・ボード“ݱ）化委員会ੑ׆

ボード”は，当会の �0ˋҎ্を઎める 20 ʙ 30 ࡀ

代のएख会員（Y(）のҙࣝ・ಈ޲が，今後の臨床

工学技士および技士会のありํに大きくӨڹすると

のݟ஍から，まͣはएख会員のҙࣝ調査を行い，ま

た日臨工と会員のҙ思ૄ௨をਤる΂く，ϝルϚΨ

“Θい΅ーど”の഑৴，“Y・ボード࿈བྷ໢”のઃஔ

等，今後のඈ༂のためのΠϯϑϥ構ங׆ಈを行って

きた．

　一ํ，஀生から 20 年が経աしたࡏݱの臨床工学

技士は，ઌഐॾࢯのҩྍにݙߩしよ͏とする૝いに

よって作り্͛てきた࢟である．これからのࢲたͪ

は，ॾઌഐํがஙき্͛てきたϊ΢ϋ΢を学びなが

ら，なおかͭৗに新しい৘報のशಘと࣮ફに౒めて

いかなけれ͹ならないཱ৔にある．しかし，ࡏݱの

臨床工学技士を作り্͛てきたઌഐである，40 ʙ

50 代の会員（4(）がࡀ 10 年後にはશ会員の 8.6ˋ

までݮগしてしま͏ことがγϛϡϨーγϣϯより推

ଌされた．

　そこで，ઌഐํがݱ৔を཭れてしま͏લに，ཧ૝

の CE ૾を࣮ݱに݁びͭけるためにはॾઌഐํから

एख技士へద੾なܧঝがなされなけれ͹ならない．

この௚໘する࣮ݱにରॲするため，また一ํ，今ま

での׆ಈのي੻，Πϯϑϥの構ஙを౔୆としてզʑ

は࣍なる行ಈに，今௅ઓを開࢝するඞཁがある．

ᶘɽ໨త

　今後の行ಈ指਑をօ༷とともにࡦ定し，かͭڞ༗

するためにΞϯέートを࣮ࢪした．また，このΞϯ

έートの݁Ռを第 20 回臨床工学会のγϯϙジ΢Ϝ

にて発表し，4(とY(とのσΟϕートを行 （͏ਤ�）．

ʠ࣍ͳΔ臨床工学技士૾Λ໨ͯ͠ࢦʡΞϯέʔτ݁Ռใࠂ

，長୩川 ੩߳，߳ڞ 崎ؠ，कᖒ ོਔ，ܙ੾ こͣ۽
౻原 千ਘ，ۄࣇ തथ，田த ݈，ग़ޱ ӳೋ
（社）日本臨床工学技士会　૊৫ �Y・ボード委員会 

ਤ ঝ　ً͘ະདྷͷܧͳΔੈ୅΁࣍　� C& ɼԿΛ͢΂͖͔ʙࠓʙ͚ͯ޲ʹ૾
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ᶙɽௐࠪํ法

　平成 21 年 12 月্०からಉ年 12 月 26 日の期ؒ

に，（社）日本臨床工学技士会会員 10
5�6 名をର৅に，

༣送にて送付後༣送にて回ऩ（Ϛークγートํࣜ）

とした．

ᶚɽճऩ݁Ռ

　༗ޮ回ऩ数は 2
851 名（回ऩ཰ 26.�ˋ）で，உ

ੑ 2
101 名（回ऩ཰ 26.2ˋ），ঁੑ �10 名（回ऩ཰

2�.6ˋ）であった．内༁は，20 代ࡀ 2�ˋ（83� 名），

30 代ࡀ 42ˋ（1
18� 名），40 代ࡀ 16ˋ（468 名），

50 代ࡀ 11ˋ（301 名），60 代ࡀ 1ˋ（1� 名），ະ記

ೖ 1ˋ（40 名）であった（ਤ �）．

ᶛɽ݁Ռ

21ɿ あなたはཧ૝の CE ૾をおͪ࣋ですかʁ　にର

し，4( は“はい”85.4ˋ，“いい͑”13.1ˋ，

Y( は“はい”��.8ˋ，“いい͑”1�.1ˋであっ

た（ਤ �）．

22ɿ （21 で“はい”と౴͑たํ）4(ɿཧ૝の࣮ݱ

のために Y( へ఻͑ていきたいことはあります

かʁ　にରし，“はい”82.1ˋ，Y(ɿཧ૝の࣮

のためにݱ 4( から఻͑ていただきたいことは

ありますかʁ　にରし，“はい”8�.0ˋであっ

た（ਤ �）．

23ɿ （22 で“はい”と౴͑たํ）4(ɿY( へ࠷も

఻͑ていきたいことはԿですかʁ　にରし，“臨

床工学技士としてਐΉ΂きํ46.2”ੑ޲ˋ，“࣮

技”14.1ˋ，Y(ɿ4( に࠷も͑ڭていただきた

いことはԿですかʁ　にରし，“࣮技”2�.0ˋ，

“臨床工学技士としてਐΉ΂きํ22.2”ੑ޲ˋ

であった（ਤ �）．

24ɿ （22 で“はい”と౴͑たํ）4(ɿY( へ఻͑

るためにどのよ͏な行ಈをىこしていますかʁ

にରし，“ߨश会やηϛφーへのࢀ加をଅす”

)る”34.2ˋ，Y(ɿ4͑ڭతにۃੵ“，ˋ40.6

から͑ڭていただくためにどのよ͏な行ಈをى

こしていますかʁ　にରし，“ߨश会やηϛφー

にࢀ加する”43.4ˋ，“௚઀࣭໰する”41.�ˋ

であった（ਤ �）．

25ɿ 技士会へ期଴することはʁ　にରし，4( は“η

ϛφーやߨश会の開催”55.6ˋ，“ख技Ϛχϡ

Ξルの౷一化”34.5ˋ“ҙ׵ަݟの৔をઃけ

て΄しい”32.0ˋ，Y( は“ηϛφーやߨश会

の開催”64.3ˋ，“ख技ϚχϡΞルの౷一化”

36.3ˋ，“ҙ׵ަݟの৔をཉしい”26.4ˋと 4(

と Y( のଟ数ҙݟが一கした（ਤ �）．

26ɿ 技士会へ期଴することはʁ　の自༝記ड़ཝへの

記載でଟかったҙݟは，4(“生֔ڭҭ੍度の

構ங”“人ࡐҭ成”“ηϛφーの஍ํ開催”で，

Y( は“ηϛφーの஍ํ開催”“生֔ڭҭ੍度

の構ங”であった（ਤ �）．

ਤ �　೥୅ผׂ߹

ਤ �　2�ɿʢ2� Ͱʠ͸͍ʡͱ౴͑たํʣཧ૝ͷ࣮ݱ
ͷたΊʹ఻͑た͍ɼ͍ͯ͑ڭた͖ͩた͍͜ͱ

ਤ �　2�ɿ͋ͳた͸ཧ૝ͷ C& ૾Λ͓ͪ࣋Ͱ͔͢ʁ
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ਤ � 2�ɿʢ2� Ͱʠ͸͍ʡͱ౴͑たํʣ
 4(ɿ:( ΁఻͑ΔたΊʹͲͷよ͏ͳ行ಈΛ͍ͯ͜͠ى·͔͢ʁ
 :(ɿ4( ͔Β͍ͯ͑ڭたͩ͘たΊʹͲͷよ͏ͳ行ಈΛ͍ͯ͜͠ى·͔͢ʁ

ਤ �　2�ɿ技士会΁ظ଴͢Δ͜ͱ

ਤ � 2�ɿʢ2� Ͱʠ͸͍ʡͱ౴͑たํʣ
 4(ɿ:( ΁࠷΋఻͍͖͑ͯた͍͜ͱ͸ԿͰ͔͢ʁ
 :(ɿ4( た͖ͩた͍͜ͱ͸ԿͰ͔͢ʁ͍ͯ͑ڭ΋࠷ʹ

12+20WɜĘɉ.indd   16 10/10/06   16:21



（社）日本臨床工学技士会会誌　No. 40  2010

- �� -

ᶜɽ࡯ߟ

　Ξϯέートの݁Ռ，Y( の໿ � ׂが“4( からڭ

͑ていただきたい”，4(の໿8ׂが“Y(へ͑ڭたい”

と回౴した．その内容は Y(，4( に“臨床工学ڞ

技士としてਐΉ΂きํੑ޲”“࣮技”とい͏回౴が

ଟかった．また，日臨工に期଴することとしては“η

ϛφーやߨश会の開催”“ख技ϚχϡΞルの౷一化”

“生֔ڭҭ੍度の構ங”“ҙ׵ަݟの৔をઃけて΄し

い”がଟかった．

　臨床工学技士が஀生し，20 年とい͏અ目をܴ͑

た今，ॾઌഐํがஙき্͛た“臨床工学技士”とい

͏৬ۀを定ண・発లさͤるためには，臨床工学技士

ができた経Ңや臨床工学技士とい͏৬ۀを定ணさͤ

るためにॾઌഐํがどのよ͏なことをしてきたのか

を͑ڭていただき，その্で今後のํ਑をݕ౼して

いくඞཁがあると思Θれる．Ξϯέートの݁Ռ，“臨

床工学技士としてਐΉ΂きํੑ޲”を఻͑たい・ڭ

͑ていただきたいとい͏ҙݟがଟいことからも，今

までの臨床工学技士஀生のྺ࢙తҙຯ・Ձ஋および

ঝできる人ܧ本ཧ೦等をे分にཧղして，ਖ਼֬にج

．る͑ߟ൫ͮくりがඞཁであるとجのҭ成等のࡐ

　また，これからのࢲたͪは，୯にܧঝするのでは

なくて，ৗにその時代のഎܠを͑ߟながら“臨床工

学技士としてਐΉ΂きํੑ޲”にͭいて，これまで

のいいとこΖを取りೖれたり，ߋに発లさͤるため

にはどのよ͏なํੑ޲でਐんでいけ͹よいのかを，

σΟεΧογϣϯ，͑ߟたͪ一人一人がきͪんとࢲ

していくඞཁがあると͑ߟる．

ᶝɽୈ �� ճ日本臨床工学会ɿ4: ʙ
臨床工学技士ͷଘࡏҙٛΛ͑ߟ
ΔʙΛ௨ͯ͡ɼ͜Ε͔Βͷ臨床
工学技士ͷ͋りํʹ͍ͭͯ

　本学会のϝΠϯςーϚとಉ͡「4Y1ɿ臨床工学

技士のଘࡏҙٛを͑ߟる」をςーϚとして，࢘会

は，कᖒོਔ，長୩川੩߳（Y・ボード委員），γ

ϯϙジεトは，एख CEɿ໺川࢙ޛ（ত࿨大学横浜

，（形大学ҩ学෦付ଐපӃࢁ）٢Ԭ ३，（๺෦පӃࢢ

໼ౡਅ஌ࢠ（ླྀٿ大学ҩ学෦付ଐපӃ），ϕςϥϯ

CEɿಹਢ໺म一（横浜労ࡂපӃ），Y・ボードɿ۽

੾の 5 名とした．また，ಛผίϝϯςーλーとして

খྛྗ大会長（ত࿨大౻ϲٰපӃ）にࢀ加していた

だいた．まͣは，Y・ボードがΞϯέート݁Ռをࣔ

してから，एख CE とϕςϥϯ CE のγϯϙジεト

がそれͧれのཱ৔からܧঝしたいことをड़΂߹い，

今後の׆ಈํ਑にͭいてσΟϕートを行った．

　本γϯϙジ΢Ϝでは，ςーϚが大きいとい͏こと

もありશ体としてのํੑ޲をಋきだすにはࢸらな

かったが，ॾઌഐํの౒ྗによってஙき্͛てきた

臨床工学技士とい͏৬ۀをߋに発లさͤていくため

にも，ΤϯジχΞとしての૑ҙ工෉を๨れͣに，ੈ

代ؒの༥߹をଅਐし，4( と Y( がそれͧれのཱ৔

からܧঝにͭいて一ؙとなって臨床工学技士として

のਐΉ΂きํੑ޲にͭいて໛ࡧしていくことがඞཁ

であること．また，“Y( にはৗに DIaMMFOHF のਫ਼神

でҩྍڥ؀のதでの૑ҙ工෉や技士会׆ಈにͭい

て，ないものは作る，ࡏݱのঢ়گが気にೖらなけれ

͹ࢀ加をආけるのではなくࢀ加して自らม͑る気֓

を࣋って臨Ή΂き”とのݟղがಘられた．

ਤ �　2�ɿ技士会΁ظ଴͢Δ͜ͱʢࣗ༝هड़ʣ
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ᶞɽޙࠓͷల๬

　3 年ܭը（ਤ �）をج४として，Ξϯέートの݁

Ռおよびγϯϙジ΢Ϝ“ʙ臨床工学技士のଘࡏҙٛ

を͑ߟるʙ”より，今後の׆ಈをߟҊした．

・臨床工学会等において，定期తにσΟεΧογϣ

ϯする৔をઃける．

・ॾઌഐํのこれまでのྺ࢙やޭ੷を文書化する

（論文化することでՁ஋をࣔし，後ੈへ“࣭”を

Ҿきܧいでいくことができる）．

・4( の DIaMMFOHF ਫ਼神をよりҾきग़すために，ε

ΩルΞοプ（ਐ学や֨ࢿ認定など）のछྨやํ法

をΘかりやすくఏࣔし，εΩルΞοプをଅす．

ਤ �　:・ϘʔυͷதظϏδϣϯʢ� ೥ܭըʣ
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ご協力ありがとうございました。
（社）日本臨床工学技士会　組織委員会・Y・ボード

“次なる臨床工学技士像を目指しての挑戦”
【属性】
性別　1．男　　2．女
年代　1．20 歳代　　2．30 歳代　　3．40 歳代　　4．50 歳代　　5．60 歳以上　　
地区　1．北海道・東北　　2．関東・甲信越　　3．中部・北陸　　4．近畿　　5．中国　　6．四国　　7．九州・沖縄
※以下、20 ～ 30 歳代の方は【YG】、40 歳代以上の方は【SG】の設問にお答え下さい。

YG（20 ～ 30 歳代の方） SG（40 歳代以上の方）

Q1、 あなたは理想のCE像をお持ちですか？
　　　１．はい　　　２. いいえ

Q2、 理想の実現のために、SG から教えていただきたいこ
とはありますか？

　　　１．はい　　２. いいえ

Q3、 SG に最も教えていただきたいことは何ですか？（ひ
とつ選んで下さい。）

　　　1．臨床工学技士の軌跡や功績（歴史）
　　　2．臨床工学技士として進むべき方向性
　　　3．実技
　　　4．医療機器の保守管理の手法　
　　　5．研究や開発について　
　　　6．マネジメント　
　　　7．地位確立のための他職種等との折衝
　　　8．その他

Q4、 SG から教えていただくためにどのような行動を起こ
していますか？（ひとつ選んで下さい。）

　　　1．直接質問する
　　　2．講習会やセミナーに参加する
　　　3．マニュアルの作成
　　　4．何もしない
　　　5．その他　

Q5、 SG から教えていただくために、技士会へ何を期待し
ますか？（複数回答可）

　　　1．セミナーや講習会等の開催
　　　2．学会等でディスカッションする場を設けて欲し

い
　　　3．臨床工学技士の軌跡や功績（歴史）の文書化
　　　4．手技マニュアル等の統一化
　　　5．具体的な意見や要望に対する窓口
　　　6．意見交換の場を設けて欲しい
　　　　　（意見交換会、HPへの書き込み等）
　　　7．その他（　　　　　　　　　　　　）

Q1、 あなたは理想のCE像をお持ちですか？
　　　１．はい　　　２. いいえ

Q2、 理想の実現のために、YG へ伝えていきたいことは
ありますか？

　　　１．はい　　２. いいえ

Q3、 YG へ最も伝えていきたいことは何ですか？（ひと
つ選んで下さい。）

　　　1．臨床工学技士の軌跡や功績（歴史）
　　　2．臨床工学技士として進むべき方向性
　　　3．実技
　　　4．医療機器の保守管理の手法　
　　　5．研究や開発について　
　　　6．マネジメント　
　　　7．地位確立のための他職種等との折衝
　　　8．その他

Q4、 YG へ伝えるためにどのような行動を起こしていま
すか？（ひとつ選んで下さい。）

　　　1．積極的に教える
　　　2．講習会やセミナーへの参加を促す
　　　3．マニュアルの作成
　　　4．何もしない
　　　5．その他　

Q5、 YG へ伝えていくために、技士会へ何を期待します
か？（複数回答可）

　　　1．セミナーや講習会等の開催
　　　2．学会等でディスカッションする場を設けて欲し

い
　　　3．臨床工学技士の軌跡や功績（歴史）の文書化
　　　4．手技マニュアル等の統一化
　　　5．具体的な意見や要望に対する窓口
　　　6．意見交換の場を設けて欲しい（意見交換会、HP

への書き込み等）
　　　7．その他（　　　　　　　　　　　　）

Q6、 （全員お答え下さい。）仕事と家庭（育児）の環境整備（両立支援）のために、技士会へ期待することは何ですか？
 （複数回答可）
　　　1．“臨床工学技士の仕事と家庭の両立に対する指針”の策定と冊子の作成
　　　2．育児休暇制度の構築（復帰後の研修会、休暇からの復帰支援、育休中の人材の補填）
　　　3．相談窓口の設置
　　　4．意識啓発のための広報活動（ポスター作製等）
　　　5．施設内の託児室設置支援
　　　6．学会や講習会の会場に託児ルームの設置
　　　7．講演会やディスカッションの場を設ける
　　　8．意見交換の場を設けて欲しい（意見交換会、HPへの書き込み等）
　　　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

マークシート用紙の裏側へ記入してください。 マークシート用紙の裏側へ記入してください。

“はい”と答えた方のみ

“はい”と答えた方のみ

“はい”と答えた方のみ

“はい”と答えた方のみ

マークシート用紙の裏側へ記入してください。
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